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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

助成額は700万円を超え、例年よりも多く活用され、評価は良好だった。

ムトス飯田賞表彰を第50回記念飯田市公民館大会と併催でき、相乗効果が出せた。

推進委員会で研修視察を初めて実施し、長野市の市民公益活動センターの事例、NPO夢バンクの運営ほか学んだ。

改革改善

の考え方

①問題

点

震災後は特に、まちづくりや市民活動において、多様な事業が立ち上がり活発化してきたが、財源が不足。

②改革

提案

寄付を募り、市交付金が増額になれば、助成金事業やファンド事業において市民ニーズに応えられる。

総事業費①+② 9,000 7,000 8,430

人件費計（千円）② 0 1,430

9,000

正規職員所要時間 400

臨時職員所要時間

一般財源

その他 9,000 7,000 7,000

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 9,000 7,000 7,000 9,000 繰入金７０００千円

25年度予算額 特定財源内訳、補足

9,000

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　ムトス飯田推進委員会の運営

２　ムトス飯田まちづくり・地域づくり応援事業　(支援事業　助成金)

３　交流会（飯田市公民館大会と併催、第６分科会にて）

４　ムトス飯田賞の表彰

５　ムトスのまちづくり活動報告集の作成

１　委員会開催回数

２　交付件数・金額

３　交流会参加人数

４　表彰団体数

５　掲載団体数

１　６回

２　４２件　７,００９千円

３　９０名

４　２団体

５　１０９団体

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

　多様な主体の協働によるまちづくりを推進するため、地域づくりにモデル的な活動を行う団体や独創的で波及効果の高い事業を行うまち

づくり活動団体に対して、助成金を交付して支援を行う。

　年度末に、ムトス飯田賞の表彰式並びに交流会を開催し、団体それぞれの活動の認識を高め、連携や協働の和が広がるようにしている。

　一般社団法人ムトス飯田市民ファンドに対して、寄付金等を拠出している。

　運営は、ムトス飯田推進委員会が行う。

　ムトス飯田推進委員会の委員は、多様な立場の経験者で構成した10人である。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

ムトス飯田賞表彰数 2 2 2 2

42 30 30

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

助成金交付件数 30

28年度見込み

助成金申請件数 49

意図（どういう状態

にするか）

協働によるまちづくり活動が行われる。

　向上させたい上位施

策の成果指標

交流連携して行った活動の数

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

地域づくり活動を行う市内の団体、ＮＰＯ、市民、２０地区

まちづくり委員会及び単位自治会、公民館分館など

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 91 市民参画による協働の促進

基本計画上

の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

課等名 地域づくり・庶務課 係等名

事業種別 政策 開始 19 終了

事務事業名

会計 一般会計

ムトス飯田支援事業

91 事業№ 1 9平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 9 施策№


